
                                    

                令和６年４月３０日（火） Ｎo．２ 文責：植松 満幸 

始業式での校長講話より 

 昨年も話しましたが、１年で一番心が成長する時はいつかというと、４月４日、今日です。なぜ

かというと、新しい教室になったり、新しい先生と出会ったり、新しい学年になったりすることで

「新しい気持ち」になるからですね。今日からが一番心が成長する時ですから、今まで「もっと頑

張れたな」と思うことがあったら、その気持ちを大切にしてぐんと成長していきましょうね。 

 さて、学校の目標ですが、去年と同様に「考える子、すすんで や

り抜く子、思いやる子」です。 

 まず「考える子」ですが、考えることを楽しんでほしいと願ってい

ます。一人でじっくり考えたり、皆で話し合って考えたり、新しく創

ったりすること、これは楽しいことです。是非考えることを楽しんで

取り組んでいってほしいです。 

 次は「すすんで やり抜く子」です。あいさつをされてからするのではなく先にする。言われて

やるのではなく、進んで自分から気持ちのよいあいさつを交わせたら、素敵ですね。そして、自分

で決めて取り組むことを大切にしてほしいです。自分で決めた事は言われて決めた事よりも進んで

取り組めます。また、自分で決めたのだから「最後までやりきろう」という気持ちもわきます。何

事も進んでやりぬくことを意識して取り組んでほしいです。 

３つめは「思いやる子」です。そのために「自分の良さ」をしっかり感じてほしいと思っていま

す。自分を大切にできないと人も大切にできません。逆に自分の良さを感じている人は友だちのい

いところも見つけることができます。皆さんが自分の良さを感じることができるように、先生達も

頑張っていきます。そして、違いの「良さ」を見つけていってほしいと思っています。友だちは自

分とは違う面を持っていますが、その違いの「良さ」を感じることができれば、友だちと心を通わ

せて生活することができます。違うことを良くないと感じてしまうと、友だちを悪く見てしまいま

す。お互いの違いの良さを感じることで思いやる心が育っていくのだと思います。 

さて、昨年も皆さんに紹介しましたが、学校生活で「思いっきり取り組む」ことができたら「明

日もまた来るのが楽しみな学校」になるのではないでしょうか。生活科や総合的な学習の時間（や

まがの時間）でそんな「楽しみになる活動」ができるといいですね。これから２８の例を伝えます

が、これをそのままやるということではなく、これをヒントにして是非「自分のクラスはこんなこ

とをやっているんだ」という活動を考えて取り組んでいってください。まず、「つくる」活動です

が、藍を育てて藍染めに挑戦。ピタゴラスイッチづくり。昔の道具で火起こし体験。自分たちで楽

器を作って演奏会をする。大人も怖がるお化け屋敷を作る。秘密基地づくりをする。おおむかしの

縄文住居づくり。大きな凧や繋げた凧など凧づくり。などはどうでしょうか。動物を飼うことも面

白いですね。うさぎさん、かもさん、ポニーさん、やぎさん、羊さん、など、動物のことを一生懸

命考えて大切に育てることもとてもいい学びになります。食べ物づくりもいいですね。どんぐりパ

ン、柔らかいパン作り、ロールケーキづくり、ピザ釜を作っておいしい物を焼く、麦を育てて粉に



 

 

していろんな物を作る、寒さを生かして寒天を作る、縄

文時代から育てられていたえごまを育てて高級油をと

る、きれいでおいしい和菓子、苗から育てる米作り、ア

イガモを飼って農薬を使わない米づくりもあります。活

動では、ゴミ拾いをして地域をきれいにする活動、劇団

を作って劇を発表する、映画を作って上映会をする、湖

東のきれいな風景などを撮って写真展を開く、地域を探

検して地図を作って様々な所に置く。 

どうでしょうか。ワクワクしてきませんか。こんなふうに創ることを楽しんで学校生活を送って

いってほしいなと思います。 

 
「楽しんでもらう」「なかよくなる」 一年生を迎える会 

 ４月当初から児童室には役員を中心にアイディアを出した

い人が集まり、「１年生に楽しんでもうらうため」「全校と仲

良くなるため」等の目的を決め出すところから構想を始めて

いました。６年生を送る会での経験をもとに、それぞれが自

分で考えて動き、「こう言ったら分かりやすいよ！」「それは

ぼくがやるから大丈夫！」「ここは私が入るね。」と声をかけ

合う姿がたくさん見られました。また原稿がなくても、児童会長の『１年生はまだ学校に慣れて

いないから、みんなで仲良くしてあげよう』や、副会長（湖東マンレッド）の『マナーはみんな

が楽しく学校に来られるようにするためにあるんだよ』という全校への

投げかけの言葉には、とても感心しました。うまくいかなかったと

しても、本当の意味で子どもたちに委ねた先に素晴らしい成長があ

るということを感じました。準備の過程で、ある６年生が、「準備

大変じゃない？」との声がけに「いいの！自分がやりたいからやっ

てるの！」と答えました。まさに「考える（創る）ことを楽しむ姿」

だと感じました。 

 

20日（月）1，4年心電図 

２１日（火）検尿 1次① 児童総会 

２２日（水）検尿 1次② 

23日（木）家庭読書の日 耳鼻科検診 1,2,5年 

２４日（金）造形の日    

２７日（月）３時間授業（13:10下校） 

２８日（火）わくわく講座開始 

２９日（水）PTA本部会 

31日（金）読書参観 

1年セカンドブック手渡し会 

１日（水）家庭訪問⑤ 交通安全指導 

８日（水）５時間（14:20下校） 聴力検査１，２年 

９日（木）聴力検査３年 

１０日（金）５時間（15：２０下校） 聴力検査５年  

１３日（月）色覚検査 4年希望者 

１５日（水）芸術鑑賞教室 

１６日（木）インピーダンス３，４，６年  

         プール清掃 1，2，5年  引き渡し訓練 

１７日（金）眼科検診 プール清掃 3，4，6年 

19日（日）諏訪ジュニア陸上競技大会 


